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私
の
見
た
九
〇
年
代
の
戦
争

│
そ
の
三
│

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
停

戦
の
日フ

ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

宇
田
有
三

南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
結

ぶ
細
い
地
峡
に
、
七
つ
の
小

国
が
ひ
し
め
く
。
そ
の
中
に

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
と

い
う
名
の
国
が
あ
る
。
小
国

が
入
り
交
じ
る
中
米
に
あ
っ

て
も
同
国
は
、
さ
ら
に
国
土

が
一
番
小
さ
な
国
で
あ
る

日
（

本
の
四
国
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き

さ

。）一九
八
七
年
、
中
米
最
大

の
紡
績
工
場
で
あ
っ
た
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
と
日
本
の
合
弁

会
社
・
イ
ン
シ
ン
カ
社
の
現

地
邦
人
社
長
が
誘
拐
さ
れ
、

殺
害
さ
れ
た
。
海
外
進
出
し、

て
い
る
日
本
企
業
の
法
人
が

現
地
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
た
事
件
と
し
て
記

憶
し
て
い
る
人
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。

東
西
冷
戦
下
の
米
ソ
の
代

理
戦
争
に
興
味
を
持
つ
者
な

ら
、
十
二
年
間
の
内
戦
の
間

に
死
者
六
～
七
万
人
、
海
外

へ
の
避
難
者
五
十
万
人
（
全

人
口
約
五
百
万
人
の
ま
さ
に

一
割
が
国
外
に
逃
げ
た
）
を

出
し
た
こ
の
国
の
内
戦
に
興

味
を
抱
く
か
も
知
れ
な
い
。、

同
じ
東
西
冷
戦
の
戦
争
を

ア
ジ
ア
の
ベ
ト
ナ
ム
を
舞
台

に
し
て
映
画
を
撮
り
続
け
た

米
国
の
映
画
監
督
オ
リ
バ
ー

・
ス
ト
ー
ン
も
ま
た
、
こ
の

国
を
題
材
に
映
画
を
作
っ
て

い
た
（
邦
題
『
サ
ル
バ
ド
ル

。
』）

時
は
一
九
三
二
年
三
月
、

場
所
は
中
国
の
東
北
地
方
。

そ
の
一
年
前
に
始
ま
っ
た
日、

本
軍
の
侵
略
の
結
果
と
し
て

「

」

現
地
に
傀
儡
国
家

満
州
国

が
樹
立
さ
れ
た
。
こ
の
侵
略

行
為
は
列
強
国
か
ら
非
難
さ

れ
、
翌
年
の
日
本
の
国
際
連

盟
脱
退
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

日
本
は
世
界
か
ら
つ
ま
は
じ

き
に
さ
れ
た
。

こ
の
「
満
州
国
」
を
国
際

連
合
で
最
初
に
承
認
し
た
の

が
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
あ
っ

た
。一

九
二
九
年
の
世
界
恐
慌

は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
輸
出
に
依

存
す
る
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に

大
打
撃
を
与
え
た
。
土
地
無

し
農
民
は
、
プ
ラ
ン
ネ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
ま

さ
に
生
存
の
危
機
に
立
た
さ

れ
た
。
三
二
年
一
月
、
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
の
西
部
サ
ン
タ

ア
ナ
県
で
、
数
千
人
の
農
民

が
蜂
起
し
、
政
府
や
大
地
主

に
抗
議
の
声
を
上
げ
た
。
そ

の
抗
議
の
声
は
次
第
に
全
国。

規
模
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た

し
か
し
、
農
民
た
ち
の
抗
議

は
軍
隊
に
容
赦
な
く
鎮
圧
さ

れ
、
最
終
的
に
二
万
人
近
い

農
民
が
虐
殺
さ
れ
た
。
そ
の

時
の
農
民
の
指
導
者
で
あ
っ

た
共
産
主
義
者
の
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ン
・
フ
ァ
ラ
ブ
ン
ド
・

マ
ル
テ
ィ
は
逮
捕
さ
れ
、
処

刑
さ
れ
た
。

こ
の
事
件
は
「
マ
タ
ン
サ

（
大
虐
殺

」
と
し
て
記
録
さ

）

れ
る
こ
と
に
な
る
。
後
年
、
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エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
軍
事
政

権
と
対
峙
す
る
ゲ
リ
ラ
組
織

の
名
フ
ァ
ル
ブ
ン
ド
・
マ
ル

（

）

テ
ィ
解
放
戦
線

Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ｎ

、

。

は

彼
の
名
前
に
由
来
す
る

こ
の
と
き
、
大
虐
殺
を
命
じ

た
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
将
軍
は
そ

の
後
、
青
年
将
校
の
ク
ー
デ

タ
ー
に
よ
っ
て
失
脚
。
そ
の

ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
成
立

し
た
政
権
は
、
米
国
の
強
い

反
対
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
ク

ー
デ
タ
ー
政
権
を
日
本
は
、

天
皇
の
名
に
お
い
て
承
認
し

た
の
だ
。
当
時
の
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
が
「
満
州
」
を
認
め

た
の
は
そ
う
い
う
理
由
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
同
国
が
ま
れ
に
紹

介
さ
れ
る
と
き
、
勤
勉
な
国

民
性
か
ら

「
中
米
の
日
本
」

、

と
呼
ば
れ
る
と
き
も
あ
る
。

虐
殺
と
軍
政
。

こ
こ
で
日
本
と
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
が
つ
な
が
っ
た
。

こ
れ
だ
け
の
つ
な
が
り
が

あ
る
の
に
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
ニ
ュ

ー
ス
に
な
ら
な
い
。
た
だ
単

に
、
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
。

た
だ
け
で
い
い
の
だ
ろ
う
か

富
士
山
に
初
冠
雪
が
あ
っ

た
、
イ
ル
カ
や
鯨
の
救
出
劇

を
報
道
す
る
、
あ
る
い
は
西

ア
フ
リ
カ
の
シ
オ
ラ
レ
オ
ネ

で
内
戦
が
激
化
し
て
い
る
。

ど
れ
を
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取

り
上
げ
る
か
は

誰
が

ど

、「

」「

ん
な
基
準
」
で
選
び
出
す
か

で
あ
る
。

日
本
と
は
関
係
な
い

毎

「

」「

日
の
単
調
な
日
常
生
活
と
関

係
が
な
い

「
そ
れ
は
ニ
ュ
ー

」

ス
に
な
ら
な
い

。
そ
う
い
う

」

判
断
を
す
る
ニ
ュ
ー
ス
の
作

り
手
が
見
え
な
い
ま
ま
の
報

道
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
出
来
事
が
事
件
と
な
る

に
は
、
そ
の
出
来
事
を
事
件

と
し
て
「
恣
意
的
」
に
扱
う

背
景
が
存
在
す
る
。
私
は
こ

の
事
実
を
、
頭
で
は
理
解
し

て
い
た
が

こ
の
こ
と
を

実

、

「

体
験
」
と
し
て
再
認
識
さ
せ

て
く
れ
た
の
が
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
の
取
材
を
通
じ
て
だ
っ

た
。ボ
ス
ト
ン
で
写
真
を
勉
強

し
て
い
た
一
九
九
一
年
、
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
二
年
前
に

起
こ
っ
た
牧
師
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
虐
殺
に
対
す
る
追
悼

集
会
と
真
相
究
明
の
抗
議
デ

モ
が
そ
の
十
二
月
に
お
こ
な

わ
れ
た
。
一
昨
年
前
は
、
多

く
の
記
者
と
五
名
の
写
真
家

が
そ
の
デ
モ
を
取
材
し
て
い

。

、

、

た

し
か
し

こ
の
九
一
年

同
じ
デ
モ
の
現
場
で
写
真
を

撮
っ
て
い
る
の
は
、
自
分
一

人
で
あ
っ
た
。

時
間
が
た
て
ば
衝
撃
的
な

出
来
事
も
忘
れ
ら
れ
、
記
憶

か
ら
消
え
て
い
く
。
そ
ん
な
、

風
に
時
間
の
流
れ
に
妥
協
し

新
し
い
出
来
事
だ
け
に
飛
び

つ
い
て
取
材
す
る
と
い
う
方

法
で
い
い
の
か
。

人
は
体
験
す
る
こ
と
以
上

に
自
分
の
行
動
の
指
針
と
な

る
も
の
は
な
い
。

そ
れ
が
私
が
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
へ
行
く
き
っ
か
け
と
も

な
っ
た
体
験
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
二
月
一
日
。

平
和
停
戦
条
約
の
発
効
日
。

焼
け
つ
く
よ
う
な
太
陽
の

日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
、
夢

中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て

い
た
。
そ
の
う
ち
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
が
く
も
り
は
じ
め
る
。

目
の
前
の
数
え
切
れ
な
い
ほ。

ど
の
人
々
の
熱
気
だ
ろ
う
か
、

Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ｎ
の
赤
い
旗
を
振
り

赤
い
ス
カ
ー
フ
を
身
に
つ
け

た
群
衆
の
姿
。
い
つ
の
間
に

か
自
分
の
目
に
涙
が
溢
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
に
気
づ
い

た
。
男
も
女
も
、
若
者
の
子

ど
も
も
、
そ
し
て
老
人
も
、

小
さ
な
リ
ベ
ル
タ
ー
ド
広
場

の
中
心
に
向
か
っ
て
叫
ん
で

い
る
。
何
を
言
っ
て
い
る
の
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。

、

か
は
理
解
で
き
な
い

だ
が

興
奮
と
喜
び
が
入
り
交
じ
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
胸
に
伝
わ

っ
て
く
る
。

張
り
裂
け
そ
う
な
感
動
を

押
さ
え
、
冷
静
な
目
で
人
々

の
姿
を
記
録
し
始
め
た
。
こ

れ
ま
で
ニ
ュ
ー
ス
で
だ
け
で

知
っ
て
い
た
人
々
の
姿
が
、

ま
さ
に
今
生
き
た
人
間
と
し。

て
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
る

彼
ら
の
鼓
動
を
感
じ
る
。
息

づ
か
い
が
聞
こ
え
る
。
喜
び

の
波
動
を
受
け
取
っ
た

「
こ

。

の
人
び
と
の
姿
を
ネ
ガ
に
焼

き
付
け
ね
ば

。
そ
の
思
い
だ

」

け
で
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り

続
け
た
。

（

）

つ
づ
く

停
戦
平
和
条
約
発
効
。
こ
の
日
Ｆ

Ｍ
Ｌ
Ｎ
ゲ
リ
ラ
た
ち
が
堂
々
と
首

都
・
サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル
へ
と
入
っ

た
。
大
聖
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

の
は
、
１
９
８
０
年
に
暗
殺
さ
れ

た
オ
ス
カ
ー
・
ロ
メ
オ
大
司
教
の

肖
像
画
。
数
万
人
の
市
民
が
平
和

の
到
来
を
翌
日
の
未
明
ま
で
祝
っ

た
。
１
９
９
２
年
２
月
１
日
、
バ

リ
オ
ス
広
場
、
首
都
・
サ
ン
サ
ル

バ
ド
ル

停
戦
条
約
発
効
の
前
日
、
首
都
に

あ
る
国
軍
第
一
歩
兵
師
団
基
地
に

お
い
て
、
ク
リ
ス
チ
ア
ー
ニ
大
統

領
は
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ｎ
ゲ
リ
ラ
と
の
停
戦

を
公
式
に
告
げ
た
。

大
隊

A
tlacatl

は
ア
メ
リ
カ
軍
に
訓
練
さ
れ
、
１

９
８
０
年
の

の
大
殺
戮

E
l

M
ozote

や
１
９
８
６
年
に
起
こ
っ
た
６
人

の
ア
メ
リ
カ
人
牧
師
殺
害
で
悪
名

が
高
い
。
１
９
９
２
年
１
月
３
１

日
、
第
一
歩
兵
師
団
基
地
、
首
都

・
サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル

停
戦
条
約
発
効
後
も
、
政
府
側
の

一
方
的
な
条
約
破
棄
＝
内
戦
再
開

に
備
え
、
山
の
中
で
軍
事
訓
練
を

続
け
る
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ｎ
兵
士
。
１
９
９

２
年
２
月
、
サ
ン
ビ
セ
ン
テ
市
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